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2022 年度年度末報告書（資⾦分配団体） 
（「進捗報告」か「年度末報告」どちらの報告かが分かるようにタイトルを編集してください） 

● 提 出 ⽇ ：   2023 年 4 ⽉ 30 ⽇ 
● 事 業 名 ：   被災者の⼼の健康とコミュニティを守る事業 
● 資⾦分配団体 ：   ⼀般財団法⼈ふくしま百年基⾦ 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時
期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

福島県において、被災
者の⼼の健康を強化す
るための活動（⾒守り・
⼼のケア・相談・コミュ
ニティ形成等）を⾏な
う実⾏団体が選定され
る。 
 

選定された実⾏
団体の数（定量）
と幅（定性：様々
なジャンル） 
 

数：4 団体 
幅：4 つの様々なジャ
ンルの団体 
 

2021 年
4 ⽉ 
 

2021 年 4 ⽉第⼀次公募で NPO 法⼈コースター、及
び、NPO 法⼈いわき放射能市⺠測定室の 2 団体が選
定、7 ⽉の第⼆次公募で⼀般社団法⼈ Teco、及び、
ふくしまこども⾷堂ネットワークの 2 団体が選定さ
れた。 
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福島県において、選定
された実⾏団体間ある
いは実⾏団体と外部ス
テークホルダー（企業・
⾏政等）との具体的な
事業連携もしくはネッ
ト ワ ー ク が 形 成 さ れ
る。 
 

・形成された事
業連携もしくは
ネットワークの
数 
・実⾏団体に関
⼼を持った外部
ステークホルダ
ーの数 
 

事業連携等：4 事例 
外部ステークホルダ
ー：のべ 10 団体 
 

2024 年
3 ⽉ 
 

選定 4 団体との資⾦提供契約 2021 年 10 ⽉締結、正
式活動開始。⽉次進捗ミーティングは 2022 年 1 ⽉よ
り開始。2022 年 7 ⽉にはコロナ禍の中、リアル交流
会を開催し、情報共有を図った。22 年度団体毎の外
部関係者との主な関係構築は下記の通り。 
コースター：郡⼭市社協、みんぷく、⼤学ボランティ
ア等。 
たらちね：相双地域⾏政及び社協等。 
Teco：相双地区⾏政、社協等。 
こども⾷堂：いわき市、南相⾺市、浜通り地域⺠間団
体等。 
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福島県において、選定
された実⾏団体による
被災者・避難者の置か
れた状態に関する調査
が実⾏される。 
 

・実⾏された調
査の数 
・実⾏された調
査の網羅性 
 

調査数：4 事例 
網羅性：被災者・避難
者の 50%相当 
 

2024 年
3 ⽉ 
 

各団体の 22 年度活動を通じた主な調査活動は下記
の通り。 
コースター：公営住宅住⺠向け夏祭り時に住⺠アン
ケート実施、社協関係者⾯談記録等。Teco：主催イ
ベント（3.11 慰労祭）開催時アンケート調査実施。
個別訪問聞取り等。 
こども⾷堂：⽴上げ講座（いわき市、南相⾺市）実施
時にアンケート調査実施。⼜、浜通り地域のこども⾷
堂開設数等現状調査実施中。 
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【⾮資⾦的⽀援】 
アウトプット 指標 ⽬標値 達成時

期 
現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 

 

福島県において、「災害
ケースマネジメント」
の実施体制や⼿法の検
討が進む。 
 

実施体制・⼿法の確
⽴ 
 

確⽴されている 
 

2022 年
3 ⽉ 
 

2022 年 11 ⽉実施の中間評価検証会に於いて
本件取組みに関して、県内全域でなく事業対象
に絞り込み実施しても取組む意義は⼤きいと
のアドバイスを戴き⽅針変更。各団体の活動に
活⽤して貰うべく情報共有実施、23 年 5 ⽉に
は専⾨家による導⼊研修を企画するに⾄った。 
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福島県において、選定
された実⾏団体への定
期的かつ効果的な伴⾛
⽀援が実施される。 
 

・伴⾛⽀援の実施回
数 
・伴⾛⽀援に伴う実
⾏団体の変化（ガバ
ナンス・コンプライ
アンス体制の整備、
専従⼈員の確保、休
眠預⾦事業以外の事
業の発展、ファンド
レイジングなど） 
 

・実施回数：36 回（⽉
1 回） 
・実⾏団体の変化：選定
された実⾏団体ごとに
⽬標状態を設定 
 

2024 年
3 ⽉ 
 

各団体向けに各種研修企画、実施して来てい
る。（21 年 12 ⽉事前評価研修、22 年 2 ⽉神⼾
復興公営住宅⽀援等勉強会、22 年 7 ⽉交流会
及び中間評価研修）今後の予定として下記企
画、調整中。（23 年 5⽉交流会、災害ケースマ
ネジメント導⼊研修、7 ⽉事後評価計画研修等
など）上記以外にも、事業最終年度を迎えるに
あたり、災害ケースマネジメント応⽤個別研
修、他県復興公営住宅視察等の研修、交流会等
伴⾛⽀援を計画中。 
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福島県において、選定
された実⾏団体の情報
発信等を⽬的とした事
業 報 告 会 が 開 催 さ れ
る。 
 

・事業報告会の開催
回数 
・事業報告会への参
加⼈数 
・実⾏団体に関⼼を
持った参加者の数 
 

・開催回数：3 回（年 1
回） 
・参加⼈数：のべ 150 名 
・関⼼を持った参加者
数：のべ 100 名 
 

2024 年
3 ⽉ 
 

2023 年最終年度を迎えるにあたり事業終了時
には各団体の活動実績を基に事業報告会を企
画、実施し、今後の県内の被災者⽀援活動に資
する成果を残したい。 
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＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

6.(任意)⾮資⾦的⽀援の活動に関する報告 
 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
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2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
休眠預⾦・通常枠の活動状況については当団体 WEB、及び、SNS 等の媒体に情報掲載しており、今後も継続の予定。 
22 年度は 22 年 12 ⽉、23 年 1 ⽉の⼆度に渡り、地元福島市を本拠地として活動するコミュニティーFM に出演し、当団体の紹介、休眠預
⾦事業への取組みについて広く地域に広報する機会を得る事が出来た。当コミュニティーFM とは今後も連携し活動して⾏く⽅針。 

2.広報制作物等 
当団体の広報活動の⼀環として、団体紹介、事業説明⽤の A4ｘ4 枚セットのパンフレットを作成し、地元のマスコミ、⾏政、中間⽀援団
体、⺠間団体向け配布など。 

3.報告書等 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 

 
 
④規程類の整備に関する報告  
1. 規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
2.  変更があった規程類に関して JANPIA に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 

→「いいえ」を選択した場合の理由： 
 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 


